
第 74 号 

令和 ３年 ２月１５日 発行 

社会福祉法人 

王滝村社会福祉協議会 
〒397-0201 

長野県木曽郡王滝村２８３０－１ 

TEL 0264 (48)2008 

FAX 0264(48)3033

『福祉・健康啓発月間』 R２.１０ ・・・２～３P

感染対策と福祉活動のいま“withコロナ” ・・・４～６P 

地域支え合い研修＆社会福祉表彰 ・・・７P

 「できること」考えてみよう！
10月の福祉・健康啓発月間の 

高齢者作品を見学される皆さん。 

新型コロナでさまざまな事業や 

地域活動が影響を受ける中、新た

な取り組みも試行されています。
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感染対策や防災・防犯グッズ、障が

い者の皆さんの製品などを高齢者や

子どもたち、来場者の皆さんに啓発

グッズとしてお配りしました。 

また、健康づくりや介護予防、防災や感染対策の

資料を啓発資料としてまとめて配布しました。 

  備えて安心！防災コーナー 

共同募金へのチャリティーブース 

作業所の皆さんの販売コーナー 

木曽養護学校の作品販売は大人気！ 

元気いっぱい！小中学生の作品 

高齢者の皆さんの力作が勢ぞろい！ 

１０月５日～２３日 

平成２年から毎年欠かさず開催して来た福祉・健康 

の集い。今年は新型コロナの感染拡大防止のため、 

恒例の９月のイベントは中止させていただきました。 

そんな中で、事業本来の目的について見つめ直し、

「できること」を考えた結果、10月を『福祉・健康 

啓発月間』とさせていただき、展示・販売コーナーの

期間設置やセンター事業の一般開放、ビデオクリップ

の上映や啓発グッズと啓発資料の配布など、感染対策

に留意した新たな取り組みにチャレンジしました。 

来場者には感染対策のため、受付で

お名前の記入をお願いしました。 

第31回福祉・健康の集い 
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10月5日 定期健康相談（保健） 

10月7日 ふれあい元気づくり教室 

10月8日 男性健康教室（包括） 

10月15日 いきいきサロン 

10

月
９
日

上
条
地
区
サ
ロ
ン

10月16日 ごたくらぶ 

 10月20日 ひとり暮らしよらまい会 

１０月５日～２8日 
保健福祉センター等で行われている社協や行政の計16事業で

一般開放や啓発活動を実施。啓発ビデオの上映や啓発グッズ

＆資料の配布など、展示・販売の一般来場者等と合わせ、 

延375人の皆さんに啓発活動を行いました。 

若さの秘訣は「お口」から！･･･。診療所歯科の平出先生によるミニ講座で、

お口の手入れや“健康（口）体操”について教えていただきました。 

毎年みなさん楽しみにされている小学生のステージ。今年はビデオ演奏で  

出演！「皆さん元気で頑張りましょう！」と温かいエールも寄せられました。 

 感染対策の新しい 

取り組みとして、子ども

たちの演奏や健康教室の

ビデオクリップを作成！

センター来場者にご覧 

いただきました。 



『新型コロナ～高齢者として気を付けたいポイント』（日本老年医学会）より 
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高齢者のみなさんの健康への影響 
国の実態調査によると、新型コロナの影響で前年

度より外出機会の減った高齢者は２割に上り、

「毎日の生活に充実感がない」と感じている方も

増加しています。交流機会の減少により、活動 

意欲の低下や孤立感を感じる方が増加し、また、

外出機会の減少により、歩行機能や運動機能の 

低下も見られるようになっています。 

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
集
い

の
場
が
自
粛
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
「
孤
立
」
の
深
刻
化
や
高

齢
者
の
虚
弱
化
の
進
行
も
社
会

的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
自
粛
の

背
景
に
は
、
感
染
へ
の
不
安
に

加
え
、
感
染
発
生
へ
の
リ
ス
ク

や
感
染
対
策
の
負
担
が
大
き
な

要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
地
域
の
「
つ
な
が
り
」
を

絶
や
さ
な
い
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
の
福
祉
活
動
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
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（
厚
生
労
働
省
資
料
よ
り
）

開催者 

の方へ！ 

新型コロナの流行から一年以上

が経過しましたが、社協事業の

他、さまざまな団体やサークル

の集まりなどの開催や活動内容

に皆さん苦慮されています。集

いの場の開催の可否や感染対策

は、緊急事態宣言や県内の地域

ごとの感染警報などの感染状況

によって随時変わってきます。 

大切な「つどいの場」を絶やさ

ないために、開催について不安

な点は、行政や社協などにご 

相談の上、基本的な感染対策を

徹底いただき、笑顔あふれる 

地域が続くよう願っています。 
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全社協 福祉教育委員会教材（抜粋） 
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社会福祉功労表彰 

社会福祉善行表彰 

   瀬戸 佐惠子 様（登録ボランティア 20年以上） 

   瀬戸 美恵子 様（     〃     ） 

   藤 沢  定 子 様（     〃     ） 

   松下 由喜江 様（     〃     ） 

   宮本 美弥子 様（     〃     ） 

   林  冬 樹 様（役員・評議員 10年以上） 

   細尾 美智代 様（評議員 10年以上） 

社会福祉協助表彰 

   富井 聡美 様／辻 正憲 様（高額寄附金） 

長野県社会福祉協議会会長表彰 

 ☆社会福祉功労者   滝  和   人（社協会長・副会長） 

☆永年勤続者          北村 加保里（社協職員） 

11月3日 
 ☆社会福祉協議会・民間社会福祉団体功労 

    大 家  幸 雄 様（役員・評議員 26年） 

    小 谷  洋 子 様（評議員 29年） 

全国社会福祉協議会会長表彰 

社協設立当初より地域福祉の発展に寄与されたお二方

が、全国社会福祉協議会長より表彰されました。 

11月13日 

今
年
度
の
社
会
福
祉

大
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止

さ
れ
た
た
め
、
10

月
22

日
、
地
域
福
祉
関
係
者

の
同
席
に
よ
り
社
会

福
協
議
会
会
長
表
彰
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
は
改
め
て
敬
意
を

払
う
と
と
も
に
、
今
後

と

も
、
地

域

の

福

祉

向
上
の
た
め
に
お
知
恵

を
拝
借
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
支
え
合
い

活
動
」
が
影
響
を
受
け
る
今
、
改
め

て
支
え
合
い
活
動
の
あ
り
方
に
つ

い
て
見
つ
め
直
そ
う
と
、
10

月
22

日
、
県
社
協
ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
福
澤
信
輔
さ

ん
を
講
師
を
お
招
き
し
、
地
域
支
え

合
い
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「

」

大
切

東
京
大
学
の
研
究
に
よ
る
と
、

高
齢
者
の
筋
肉
の
減
少
の
最
大
の

要
因
に
「
社
会
性
」
の
衰
え
に
よ
る

活
動
性
の
低
下
が
挙
げ
ら
れ
、

「
健
康
長
寿
」
の
い
ち
ば
ん
の
秘
訣

は
、
「
社
会
性
」
の
維
持
に
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

の
大
学
に
よ
る
追
跡
調
査
で
は
、

周
囲
と
の
「
つ
な
が
り
」
が
豊
か
な

人
ほ
ど
幸
せ
で
、
身
近
な
人
た
ち
と

の
「
よ
い
人
間
関
係
」
が
、
「
健
康

で
幸
福
」
な
人
生
に
直
結
す
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

「
人
と
顔
を
合
わ
せ
る
」
こ
と
で
、

相
手
の
こ
と
を
「
気
に
か
け
合
う
」

よ
う
に
な
り
、
よ
い
人
間
関
係
が

生
ま
れ
ま
す
。
「
支
え
合
い
」
は
、

「
ご
近
所
づ
き
あ
い
」
や
「
友
だ
ち

づ
き
あ
い
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

「
支
え
合
い
」
を
進
め
る
こ
と
は
、

「
社
会
性
」
の
維
持
に
も
つ
な
が

り
、
「
健
康
長
寿
で
幸
福
」
な
暮
ら

し
の
た
め
に
不
可
欠
で
す
。

「
支

合

活
動
」

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
る

「
３
密
の
回
避
」
や
「
外
出
の
抑
制
」

は
「
つ
な
が
り
」
の
場
を
減
少
さ
せ
、

つ
ど
い
の
場
は
「
延
期
」
か
ら
「
中

止
」
へ
、
活
動
グ
ル
ー
プ
は
「
自
粛
」

か
ら
「
解
散
」
へ
と
い
っ
た
流
れ
も

生
ま
れ
て
お
り
、
支
え
合
い
活
動
は

岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
目
に
見
え
な
い

「
恐
怖
」
は
「
不
安
」
を
生
み
、「
不

安
」
は
「
差
別
や
偏
見
」
を
助
長
し
、

結
果
と
し
て
「
病
気
」
の
拡
散
を
招

く
負
の
連
鎖
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
を
改
め

て
見
つ
め
直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域

の
た
め
に
「
自
分
で
で
き
る
こ
と
」

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
と
、
最
後
に

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

１０月２２日 
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（内閣府資料より） 

平
成
30

年
の
滝
越
線
土
砂
災

害
、
一
昨
年
は
、
10

月
の
台
風
19

号

で
県
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
昨
年
7
月
に
は
、
大

雨
特
別
警
報
に
よ
り
、
村
内
で
も

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
全
国
的
に
多
発
す
る

大
規
模
災
害
の
な
か
で
、
村
内
の

住
民
福
祉
に
関
す
る
支
援
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
令
和
２
年

９
月
１
日
、
王
滝
村
長
と
社
協

会
長
と
の
間
で
、
災
害
時
に
お
け

る
支
援
協
力
に
関
す
る
協
定
を

締
結
。
ま
た
、
支
援
内
容
に
関
連

し
、
「
福
祉
避
難
所
の
設
置
及
び

管
理
運
営
に
関
す
る
覚
書
」
の

締
結
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

従
来
よ
り
、
災
害
発
生
時
に
は

必
要
な
支
援
の
協
力
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

改
め
て
書
面
に
て
、
災
害
発
生
時

の
支
援
協
力
内
容
に
加
え
、
被
害

及
び
支
援
情
報
の
共
有
、
必
要
な

物
資
の
調
達
や
費
用
の
負
担
等
に

つ
い
て
取
り
決
め
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

協
定
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、
行
政
当
局
と
の

日
常
的
な
情
報
交
換
や
具
体
的
な

対
応
に
関
す
る
取
り
決
め
も
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
が
、
災
害
発
生

時
に
、
少
し
で
も
村
民
の
み
な

さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

災
害
支
援

関

協
定

締
結

支援協力内容 

(１) 施設利用者の保護及び誘導に関すること 

(２) 要援護者の安否確認及び避難誘導に関すること 

(３) 福祉避難所の設置及び運営に関すること 

(４) 災害ボランティアセンターの設置及び運営に関すること 

(５) 被災世帯の生活再建のための資金の貸付けに関すること 

(６) 福祉車輌及び福祉用具等の使用に関すること 

昨年７月の大雨による学校避難所のようす 


